
 

 社会科は様々な課題を解決し、よりよい社会を築くための礎となる教科です。   

用語の解説に終始せず、仲間と共に考え知識を働かせる場面を設けて、子供が社会と向

き合って生きていく態度を育むような授業を行うことが大切です。そんな授業改善策を

糸魚川市立青海中学校１年社会科地理的分野｢ヨーロッパ州｣の実践を基に紹介します。 

 新学習指導要領では、持続可能な社会の在り方を模索する観点から、社会との関わり

を意識して課題を追究したり解決したりする活動の充実を一層求めています。これを受

け、佐藤直己教諭(学習主任)と本間隆博教諭は、｢世界の諸地域｣の６地域の扱い方につ

いて相談しました。まず、生徒が

学び方を身に付けるために扱いに

軽重を付け、アジア州と

ヨーロッパ州の２つの地

域で時間をかけて課題追

究型の学習を行うことを

確認しました。そして、

２つの単元に共通するね

らいと達成するための手

立てを視覚的にまとめた

簡単な単元構想図を作り

ました。(左図参照) 

この教科部会で、互いにアイデアを出しながら授業の構想を共有でき、単元全体の流

れを具体的にイメージしながら授業を進めることができるようになりました。 

また、単元構想図を基に、生徒にも学習の流れや評価の仕方について説明しました。

その結果、生徒は作業や課題解決の際に、「自分は今何を学習しているのか」、「自分

の学習を最後にどのような形にまとめればよいか」について見通しをもちやすくなり、

より主体的に授業に取り組むようになりました。 
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「あーあ、次は社会か…」とつぶやきながら学習の準備を整える生徒。「小学
校とちがってテストのために覚えることが多すぎる。」「そもそも何から覚え
ればいいか分からない…だから社会は好きじゃない。」（ある中学生の声） 

アジア州やヨーロッパ州の学習を通して、生徒に考えてほ

しいことや身に付けたい力をねらいとして明記します。 

学習をどのように進めるか

の大まかなイメージや中心

となる学習課題、追究の手

立て、活用する学習資料等

を決めていきます。 学習が終わったときに、身に付けたい力をどのように評価す

るかについて、具体的な生徒の姿で記述します。 



※掲載している単元構想図、学習プリント等は新潟県教育支援システム      からご覧になれます。 

 本時では、まず、生徒が前時に学習したＥＵの特徴に

ついて発表していきます。ここでは、ＥＵ加盟国が経済

的に結び付くことで生まれる様々な利点について確認し

ていきます。 

ＥＵがアメリカに匹敵する経済力をもつことに納得し

た様子の生徒に、本間教諭（以下、｢教師｣と略記）は、

パワーポイントを使って、イギリスがＥＵを離脱するこ

とを伝える新聞記事とＥＵ離脱か残留かを決める国民投

票の結果を示した左のグラフを提示します。すると、生

徒は、自分たちが考えていたこととのズレを感じ、｢なぜだろう？｣ ｢いいことだけでは

ないのかな？｣と疑問に思い、追究意欲をかき立てられます。ここで、教師は、｢皆さん

がいいことだと思っていたことも別の角度から見たら課題があるかもしれませんね｣と投

げ掛けます。興味や関心を引き出す学習資料の提示と思考を促す教師の問い掛けによっ

て、生徒はＥＵについて様々な視点から捉え直してみようとする活動に入るのです。 

 生徒がＥＵのもつ多面性について考える際は、資料を比較したり分類したりします。

また、仲間と話し合う中で、相互の意見を関係付けたり仲間の考えから新たな気付きを

得たりもします。教師は、生徒が頭に思い浮かべる多様な考えや資料から得た情報を可

視化し整理しやすくするために左下のような「思考ツール」を用います。 

「思考ツール」は思考力を育てるために活用します。教師が、意図的・計画的に、目

的に合わせた「思考ツール」を活用する場面を設定することによって、子供は、比較す

る、分類する、関連付ける等、自分の考えを組み立てやすくなります。また、話合いの

場面でも根拠を基に自分の考えを説明できるようになるため、「主体的・対話的」な学

習を促す効果が期待できます。 

教師のチョーク＆トークだけの授業では、社会科が楽しいと感じる子供は増えませ

ん。社会の課題に気付き、解決に向かう意欲や態度を育むためにも、子供の興味を引

き出し、子供が見方・考え方を働かせて課題に向かい、考え、判断し、表現するよう

な授業への転換が必要です。子供の姿に学び、更なる授業改善に取り組みましょう。 

生徒が、｢おや？｣｢なんで？｣
と疑問を感じるような資料を
日頃から見付けておきます。 

前時の学習では、ＥU
の特徴を整理するため
に、フィッシュボーン
型の思考ツールを活用
しました。  

本時の学習では、ＥＵの取
組をそれぞれ異なる立場
（メリット・デメリット、
賛成・反対等）から考える
ためにバタフライ・チャー
トを活用しました。 


